
TwainとWarner共 著 『金 メ ッキ時 代 』に

見 られ る 「子 供 」像(1)

浅山 龍一

序

MarkTwain'sAmericaの 中 で 、BernardDeVbtoはTwainの カ リ フ オ ル ニ ア 時 代

(1866年 ま で)を ま とめ て 、 次 の よ うに 述 べ て い る 。

InCalifornia,...Mark'sworkgrewsurerandgrew,also,broaderinscope

....WashoeandCaiiforniahadfinishedwhatthemid-westernfrontierandthe

Mississippihadbegun....[Thehumorist,thesocialsatirist,thepessimist,the

novelistofAmericancharacter,MarkTwainexhilarated,sentimental,cynical,

angry,anddepressedareallthere.Therestisonlydevelopment.(166)

す な わ ち 、 ユ ー モ リス ト(話 し 上 手)、 社 会 評 論 家 、 悲 観 論 者 、 ア メ リ カ の 国 民 的

作 家 と し て のTwainら し さ は 、す で に で きて お り、後 は 自然 に 仕 上 が る の を待 つ だ け 、

とい う の で あ る 。

AlbertStoneJr.はThe∬nnocentEyeの 中 で 、DeVotoが2点 ほ ど特 徴 を 見 落 と し

て い る とい う。 ひ とつ はTwain初 期 作 品 の 多 くに お い て 、 主 人 公 が 「子 供 」で あ る と

い う こ と で あ り、2つ 目 は 、Twainが 子 供 を"innocenteye"と し て 用 い て 、 社 会 批

判 を させ る 文 学 手 法 を 用 い て い る こ とで あ る 。 そ のinnocenceは 「悪 意 」(malice)と

「自 然 さ 」(naturalness)を 併 せ 持 っ て い て 、 ホ ー ソ ン の 短 編"LittleAnnie's

Ramble"の 主 人 公 の 少 女Annieが 示 す よ う な 、 あ ど け な い 、 汚 れ を し ら な い

inexperiencedなinnocenceで は な く、 自 然 な 子 供 ら し さ(youthfulnaturalness)と

子 供 ら し い 正 義 感(elementarymoralintegrity)を 示 すinnocenceで あ る と い う
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(44-45)。 ホ ー ソ ンの描 く 「子 供 」に つ い て、Stoneは 、asweet,woodenfigure(可

愛 くて、 生 気 の ない 子 供)で あ り、asinlesschild(悪 い こ とを しな い子 供)で あ り、

まわ りの 動 物 や 植 物 が お 辞 儀 を した くな る ような子 で あ る とい う。 「無 垢 な子 供 が 汚

れ た 大 人 社 会 に出 会 い、 大 人 た ち にinnocenceの 魅 力 を見 せ る。 大 人 社 会 に巻 き込

まれ そ うに な っ て も、 そ こ か ら身 を引 く(retire)こ とで 悪 に染 ま る こ とは な い 」。 か

くし て、 ホ ー ソ ンはsweetでunrealisticな 子 供 の イ メー ジ("cherryinnocence"と

Stoneは 呼 ん で い る)を 提 供 し、 「ア メ リ カ児 童 文 学 の 独 特 の 型(formula)」 とな った

と述 べ て い る(18-19)。 筆 者 は、 これ は 少 し極 端 な言 い 方 で あ る と思 う。 た と

え ば 、 ホ ー ソ ンの 有 名 な 児 童 文 学 書 で あ るAWonderBook(1851)の"Chimaera"

と い う作 品(ギ リシ ャ神 話 の 中 に あ る 「キ マ イ ラ退 治 」の 話 を脚 色 した も の)に は

sinlessな 少 年 少 女 が 出 て きて 、 この 少 年 とひ と りの 勇 気 あ る若 者 が 物 語 の 進 展(怪

物 退 治)に 重 要 な役 割 を果 た す の で あ るが 、 同 時 に、 狭 量 な 大 入 た ち とい っ し ょに

な っ て2人 を し き りに 椰 楡 す る 村 の 悪 ガ キ た ち の 様 子 も描 か れ る。 ま た 、"The

ParadiseofChildren"と い う作 品(同 神 話 に あ る 「パ ン ドラの 箱 」の 話 を脚 色 した も

の)に お い て は、 多 くの 天 使 の よ うなsinlessな 子 供 た ち の 中 で 、 自分 の 好 奇 心 、 ふ

ざ け 心 に勝 て な い 少 女 と、 そ れ を見 て み ぬ ふ りをす る少 年(=ど ち らも悪 童)が 大

事 件(「 開 け て は な らない 」と され た 箱 を 開 け て し まい 、 今 日の 人 間 の幸 、 不 幸 の も

と とな る)を 引 き起 こす の で あ る。 ハ ッピー エ ンデ ィ ング に な る とは い え、 彼 らの後

世 まで の 責 任(?)は 後 味 の 悪 い もの と して 残 る。

さ て、Stoneは 、 こ の 子 供 ロ マ ン主 義(theRomanticimageofthechild)と もい

え る もの の哲 学 的 土 壌 とな っ た の は、 ア メ リカに お い て は エ マ ソ ンで あ り、 イギ リス

にお い て は ワー ズ ワ,___.ス、そ して、そ れ を発 展 させ た の が デ ィケ ンズ で あ った と言 う。

エ マ ソ ン とワー ズ ワー ス は 「子 供 」を神 聖 な 者 、 気 高 くて神 に近 い者 と讃 え、 デ ィケ

ン ズ は 「子 供 」を汚 れ た 大 人 の 犠 牲 者 とす る 感 傷 主 義 文 学(thecultofsensibility)

を生 ん だ 。 この 子 供 ロ マ ン主 義 が ア メ リ カ東 部 に お い て、 ホ ー ソ ン、 ア ボ ッ ト、 オ

ル ドリ ッチ 、L.M.オ ル コ ッ ト、 ス トウ夫 人 に 、 さ らに は、 同 じ東 部 のNookF㎜

とい う高 級 住 宅 地 に住 む 文 人 た ちC.D.Wamerや 姪 のLilyWarner、 そ して 移

り住 ん だ ス トウ 夫 人 に 引 き継 が れ て い た と い う わ け で あ る。 こ うい っ た
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"
genteel"(2)な 児 童 文 学 の 花 が 咲 き誇 るNookFa㎜ にTwainが 妻 子 と と もに 引 っ

越 して くる(1871年)。1874年 に、 豪 勢 なTwain邸 が で きあ が る と、 日常 的 に 出入

りして い た 隣…家 のWarner夫 妻 や ス トウ夫 人 以 外 に、 オ ル コ ッ ト(父)、 ハ ウ ェ ル ズ、

オ ル ドリッチ 、 ハ ー ト、M.ア ー ノ ル ドとい った 大 物 文 人 た ち が 次 々 訪 れ る こ とに な

る。 そ し て この 後 、 約20年 間 に わ た り、Twainが この 文 人 サ ー ク ル の 中 心 とな る

(13-14)。TWain邸 で の朗 読 会 で は、 デ ィケ ンズ、 クー パ,__.、L.M.オ ル コ ッ トが 朗

読 され た とい う(4)。Stoneの こ の分 析 ・紹 介 は筆 者 に とっ て重 要 で あ る。 後 に述 べ

る、Twainと ス トウ、そ して ホ ー ソ ンの描 写 の似 通 い の 説 明 の助 け とな るか らで あ る。

そ して 、 隣 人 同 士 で あ るTwainとWamerが1873年 に合 作 で 『金 メ ッキ 時 代 』を

発 表 す る が 、 そ れ まで に2人 が そ れ ぞ れ に描 い て い た 「子 供 」像 が 、 同作 品 に 色 濃

く反 映 され る こ とにな る。

<そ の1>Twainの 描 いていた 「子供」像

Twainの ような非genteelな 作家(実 際、彼 のい くつ かのス ケ ッチ は東部 の代 表的

なgenteel文 芸 誌Atlantic1Vlonthlyに は す で に 掲 載 拒 否 を さ れ て い る1))が この

NookFarm社 会 に受 け容れ られたのは どうしてであろ うか。 アメリカの産 業革命 が

進 み、彼 の ヨー ロッパか らの紀 行記事(1867年 に新』聞連 載)と それ を改 訂 し出版 し

た本TheInnocentsAbroad(1869年)が 大成功 で、0躍 、豊 かな 「有 名人」(Andrews,

16)に なったか らで あろ うか、 それ とも、程 度 はひ ど くない(比 較 的genteelな)も

の の、 い たず らを した子 供 時 代 を懐 か しむ ような文 学作 品(オ ル ドリッチ のThe

StoryofaBadBoy。 以 下、 『悪 童物語』)が 東部 に出現 した(同 じく、1869年)

その意味で は、序 で述べ た、大文 豪 ホー ソンが登 場 させ た 「悪童 」と同 じく、たぶ ん、

genteelな 読者 の心 を くす ぐり、思 わず ほ くそ えませ た一 か らであろうか。

ともか く、Twainの 描 く 「子 供 」た ちは、徹 底 して、genteelな 生 き方 を茶化 す子

供 たち(自 分が 、セ ンチでgenteelな 生 き方 を してみ て、恥 をか く場 合 も含 む)で ある。

『金 メ ッキ時代』が出 るまで に、大 きく分 けて3つ の タイプが 見つ か る。別 の拙 論2)

におい て、 これ らの タイプにつ いては分析 ・紹介 したが、 その際、話 題 に しなか っ

たTwain作 品 を含 めなが ら、再度確 認 してお きたい。
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まず、3つ の タイプ とは、① ハ ックタイプ 後 のハ ックに代 表 され るような、

物 事 を冷 静 に観 察 し、批 判 す るもの の、 同時 にそ こか ら学 ぼ うとす る タイプ、② 前

期 トムタイプー 後 の 『トム ・ソー ヤーの1冒険』(1876年)に 見 られ る トムの ような、

即 興 の嘘、幻想、陰 口、いたず らで大 人社会 に対 抗 し、か き回す タイプ(悪 意 はない)、

③ 後 期 トム タイプ 『ハ ックルベ リー ・フィンの 冒険』(1885年)に 見 られ る トム

の ような、 自己中心 的で、他 人 を犠牲 に して もヒロイズムを楽 しむ タイプ、 である。

これ らの タイプはTwainの 初期 の作 品 にす でに頻繁 に描 かれ てお り、た とえば③ の

タイプが 『ハ ック ・フィン』以 降に初 めて登 場す る とい う意味 で はない。

① タイプ は1852年(Twainは16歳 。兄が 出 してい る新 聞に投稿)の 作品 にす で に

見 られ る。「歴 史 的見 世 物 一一流 の トリック(HistoricalExhibition‐ANo.1

Ruse)」(EarlyTales,1,79-82)と い うタイ トルのつ い た この作 品 は、 あ る見 世物 サ

ギ を糾弾 す るスケ ッチであ る3)。

あ るビジネス企 画会 社 が町 で シ ョーをや った。 題 して 『ボ ナパ ルテ、 ライ ン

川 を渡 る(BonapalteCrossingtheRhine)』 。入場料 は大人10セ ン ト、子 供5セ ン ト。

少年 ジム と仲 間た ちがや って くる。手 に手 に5セ ン ト(彼 らに とっては大 金P)を 握

りしめて。そ して生 きるか死 ぬか の問題 で あるかの ように、真 剣 な ようす でお金 を

支払 って入 場す る。「お じさん、見せ てお くれ、す ごいや つ」。 ジムはもう居 て も立 っ

て もい られ ない。 他 の子供 た ちも、か たず をの んで じっと見 入 ってい る。前 にい る

弁士 の どん な小 さな動 きも見 逃す まい と。 子供 のinnocentな 、一生 懸命 の様 子

が上手 く描かれ ている。

シ ョ,___.が始 まった。男 は引 き出 しか ら3イ ンチ ほ どの骨 を取 り出 して、 お もむろ

に解 説す る。「皆 さん、今 ご覧 になってい ますのが一 」

「うん、 うん」と目も耳 もそ して口 も大 きく開 けた ジムが答 える。

「ボナパ ルテ(Bonaparte)、 つ まり、Bony-part、 あ の う、豚 の足 の"骨 の部分(bony

part)"で あ ります」。集 まった観衆 は大喜 び。歓 声が 響 きわた る。

しか し、ジムは笑 わない。彼 はまじめな顔 で、何 がおか しいのか、とい った ようす。

男が 同 じ説 明 を、判 決 を下 す裁判 官 の ように繰 り返 す と、「そ、 そ、それ だけ です、

か(ls-isa-a-thatall)!」 と、 ジムは、青い顔 を して尋 ねる。
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「い や い や 、 こ れ は ほ ん の1部 で す 」 と、 男 は1ド ル札 ぐらい の 大 き さの 皮 を取 り

出す 。 「皆 さん 、 こ こに取 り出 しま した の はRhine(ラ イ ン)で す 」。 真 面 目な顔 で続

け て、 「もっ と適 切 に 申 し上 げ れ ば 、 豚 の"皮(rind[=raind])"で す 」。 笑 い が 起

こ り、 静 まる の を まっ て、 「さて 、 よ う くご覧 に な っ て くだ さ い よ。 こ こが 、本 日の

シ ョー の 一 番 の 出 し物 で す か ら」 と言 い なが ら、 お も む ろ に 、 ゆ っ く りと例 の骨 を

皮 の 上 で 行 き来 させ る 。 そ して 、 「皆 さん 、Thebonypartcrossingtherindで あ

ります 。Napoleon〔=Bonaparte〕crossingtheRhineで あ ります!」 と叫 ぶ 。

ジム は 怒 りが 込 み 上 げ て くる。 「お 、 お 前 は、 サ ギ じゃ な い か1」 会 場 は 大 笑 い。

さ らに、 「こ こ はサ ギ の 店 で 、 これ はサ ギ の シ ョー で 、 人 を だ ま して い る だ け じ ゃな

いか!」 会 場 は笑 い に ど よめ く。 … そ の うち、 ジム も苦 笑 い を浮 か べ る。 そ して、 そ

の 後 、 彼 は 意 気 消 沈 した 姿 で 会 場 を去 っ て い く… 。 「畜 生 、 きた ね え や つ(Sold!-

cheap-as-dirt)」 との の し りな が ら。 ハ ック の ような観 察 眼 を もち、innocent

で正 義 感 の あ る少 年(① タ イプ)と 、 そ れ を もて あ そ び、 嘲 笑 す る大 人 た ちの 世 界

が 対 照 的 に描 か れ て い る。

また 、1867年 に 出 版 され たTheCelebratedJumpingFrog(ゾCα1αy8rα εCo朋 りろ

andOtherSketches(以 下 、 『跳 び 蛙 』)の 中 に、 手 紙 の 下 手 な人 た ち用 に 「模 範 的 な

手 紙 の 書 き方 」と して 載 せ た 、彼 の8歳 の姪 か らの手 紙 が あ る。 「Maエkお じさん へ 」

で始 ま り、 「な き虫(Sissy)McElroyの お 母 さん が また 赤 ん ぼ うを うん だ ん だ よ」 と

言 っ た あ と、次 の よ うに続 く4)。

Shehasthemallthetime.Ithasgotlittleblueeyes,likeMLSwimleythat

boardsthere,andlooksjustlikehim.Ihavegotanewdoll,butJohny

Andersonpulledoneofitslegsout.MissDoosenberrywashereto-day;Igive

サ
heryourpicture,butshesaidshedidn'twantit.{32)

子 供 ら しい 動 詞 の 活 用 間違 い は 別 に して も、(書 い た 本 人 は気 づ い て い な い が 、)

他 人 の 家 庭 の大 問題 を は らん だ 話 、 話 題 の 思 わぬ 展 開、 等 に読 者 は は らは らす る。

しか し、 こ うい うの が 、 面 白い 、 要 をつ い た 「模 範 的 な手 紙 」とい うわ け で あ る。 少

女 はsincereで 、 ノ・ックの雰 囲気 が 出 て い る(① タイ プ)。

同 じ く67年 の ヨー ロ ッパ 紀 行 記 事(西 部 の 大 新 聞AltaCaliforniaに 連 載)の 中 に、
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貧 しい、 シ リア の村 の話 が あ る。

Whenyouridethroughoneofthesevillagesatnoonday,youfirstmeeta

melancholydog,thatlooksupatyouandsilentlybegsthatyouwon'trunover

hxm,buthedoesnotoffertogetoutoftheway;nextyoumeetayoungboy

withoutanyclotheson,andhehodsouthishandandsays"Bucksheesh!"‐

hedon'treallyexpectacent,butthenhelearnedtosaythatbeforehelearned

tosaymother,andnowhecannotbreakhimseXfofit;....{McKeithan,188--9)

犬 も子 供 も① タイ プで あ る。lazyで 、credulousで 、innocentに 描 か れ て い る。

さ て、の び の び した 、い たず らっ子 を描 く② タイ プ はTwainの 真 骨 頂 で あ る。LM.

オ ル コ ッ トの 『若 草 物 語 』(1868年)や オ ル ドリ ッチ の 『悪 童 物 語 』(1869年)活

発 な少 年 少 女 が 登 場 して い る と は い え 、 ど ち らも、 まだgenteelな 香 りが 残 っ て い

る よ り以 前 に次 の よ うな ス ケ ッチ を発 表 してい る。

まず は1864年 に発 表 され た 「ク ラ ップ女 史 の学 校(MissClapp'sSchool)」(Early

Tales,1,334-338)と い う作 品5)。

「先 日、市 の教 育 委 員 会 の 誘 いで 、ク ラ ップ先 生 の 学校 参 観 に行 っ て きた。."つ

づ り方"の 授 業 が あ った が 、 … ち ゃん と教 え られ た 子 は無 数 の 難 しい 語 を、 な ん の

た め らい もな く、 す らす ら書 け る。 そ して 、 これ ほ ど簡 単 な単 語 は ない とい え る よ

うな語 で つ まず く。 よ くあ る こ とで あ る。"読 み 方"の 授 業 で は、 昔 と同 じ よ うに、

詩 を抑 揚 をつ け て 上 手 に読 む。 …聴 い て い て、 気 持 ちが よい 。 最 近 は、 教 室 で 歌 も

唄 う。昔 と比 べ て よ くな った 点 で あ る。また 、最 近 は、授 業 中、ハ エ をつ か まえた り、

先 生 に紙 つ ぶ て を投 げ つ け た りしな い 。 これ も、 昔 と比 べ て よ くな っ た 点 で あ る。

そ れ に、 男 の子 と女 の 子 が 互 い を監 視 し合 って 、 悪 い ところ を見 つ け て は職 員室 に

報 告 す る とい うの も な くな っ た」。 こ の学 校 の よい 点 を あ げ な が ら(別 に た い して よ

くも な い よ うだ が?)、 反 面 教 師 的 に 「子 供 」の"本 来 の 姿'(こ こ で は、 ② タイ プ)

を示 して い る。 本 来 、 じっ として い ない いた ず ら小 僧 た ち 。12年 後 に登 場 す る

「トム ・ソー ヤー 」とそ の仲 間た ちそ の ままで あ る。そ して また 、この 「授 業 中、ハ エ を

つ か まえ た り…」とい うス ケ ッチ は 『トム ・ソー ヤ ー』の 「教 室 描 写 」そ っ くりで あ る。

同 年 に 出 た 「す ば ら しい 学 校(AnExcellentSchool)」(EarlyTales,1,334-350)
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というのを見 てみ よう。「ロー ラー氏 の学校 は、州一番のす ば らしい私立学校 で ある」

と始 まる。 「1週間前 に行 ってみ たが、 この学校 に6ヶ 月 もい た ら、子 供 は大学並 み

の教 育が受 け られ ると思 った。…先生 の学 校 は教室 全体 が黒 板 の ようになってお り、

難 解 な数学 の定義 が あちこちに書 い てある。先 生 はあ りとあ らゆる科 目の授業 をし

て、 生徒 た ちはその要 約 を どん どん黒板 に書 いてい く。 この子 た ちは1日 に30分 こ

うい うことをす るだ けで、4、5ヶ 月 で、 ふつ う18ヶ 月か か るこ とを覚 えて しま う。

先生 はこのや り方 で、ス プー ン1杯 分 ぐらい しか脳 み その ない子 にで も(い や み な

ユーモ ア?)、 あ りとあ らゆる ことを教 え込 んで しまうだ ろう。 これ は決 して大 袈裟

に言 って いるの ではな い。」 そ して、少 し話 が それ(=Twainら しい ところ)、 その

後 に 「先 生 の ところには"つ づ り方"の 教科 書 を丸 暗記 した子 もいて、 こち らが章 の

番 号 を言 えば、そ こに出 る最 初の単語 を答 え、その章の35個 の単 語 を全部 書いて し

まう。ある単語 を言えば、何 章 に出 てい て、その前後 の単語 が何 だったか も答 える。

… 難 解 な文法 の質問 をすれ ば、 クラスの全 員が声 を合 わせ て答 えて くれ る。何 が正

しく、何 が 間違 っていて、それ はなぜ か。 『規則』と『例 文』を引 きなが ら、 こち らが、

ああ、聞 くん じゃなか った と後悔す る まで解 説 して くれる」と続 く。『トム ・ソー ヤー』

の中 の、聖 書 の文句 を どん どん暗唱 して しまって、つい に頭 がおか しくなった優 秀

少年 のエ ピソ.__.ドを思 わせ る。「数学 の計算 など させ る ともう大 変。1本 のチ ョー ク

で黒板 上 に奇跡 を演 じて くれ る。… この子 たちにあなた の誕 生 日を教 えた りした ら、

彼 らはあなたのお婆 さんの年齢 まで瞬時 に答 えて しまうであろ う」。 トー ルテー

ル風 にまとまってい るが、(②タイプの)子 供 の利発 さとその可能性 を讃 え上 げている。

さて、 ③ タイプ で あ るが、 た とえば、「ア ドバ イス もの」6)が あ る。 ひ とつ は、

1865年7月1日 、青少 年 向け文芸 誌Youth'sCompanionに 発 表 され た、"Advicefor

GoodLittleBoys"(EarlyTales,、 π,242)で あ る。

「他 人の ものを盗 ってはい けませ ん一一 運 べ ない ものは。

もし、 うっか り(unthinkingly)誰 か の椅 子 に ビ ョウをしか けた ときは、その子 が

そこに座 って も笑 って はい けませ ん 笑 いをこらえきれな くなるまでは。

よい子 は うそはつ きませ ん。本 当 のこ とで も間に合 うときは。 ぜ ったい必 要

な とき以外 は、 うそはつ か ない ものです 。
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…悪 い ことを して、それ を弟 のせ いに してはい けませ ん一一 他 の子 で も間に合 う

ときは。

年 老 いたお じい さんを 『へ んな老 いぼ れ(rumoldfile)』 など とよんではいけ ませ

ん どうして もこ らえ きれ ない とき以外 は」とい う調子で ある。

また、 同 年7月8日 に(同 文 芸 誌 に)、 今 度 は 女 の子 向 け に"AdviceforGood

LittleGirls"(EarlyTales,II,244-245)が 発 表 されてい る。

「よい子 は先 生 に、べ え(makemouths)な どしてはい け ませ ん 小 さなこ とで

は。 とくに頭 に きた ときだけに します。

… よい子 はお 年 寄 りを尊 敬 します。 お年 寄 りに うる さ くして(sass)は いけ ませ

ん 一向 こうが うるさくしない限 りは」等 々 と続 く。

どち らの作 品 も、短 いの だが、子 供(そ して 人 間?)が 隠 し持つ 、他 者 の迷惑 を

顧 みない、 自己中心 的世界(③ タイプ)を 見事 に浮 き彫 りに してお り、思わず、読者

の 自嘲的笑 いを誘 う。

1865年12月 には、"TheChristmasFiresideforGoodLittleBoysandGirls"(Early

Tares,瓦407-410)と い う作 品が発 表 され る。 「楽 しい人生 を送 った悪 い少年 の物 語

(TheStoryoftheBadLittleBoyThatBoreaCharmedLife)」 と副題がつ いている

(以 下 、「悪 い子 物 語 」)7)。話 は、 日曜 学 校 の 教 科 書 の物 語 のパ ロデ ィにな って い

て一 少年 ジムには、(よ く、 日曜学校 の本 に出 るような)信 仰心 があってや さ しい、

病気 がちの母なんかい ませ ん。 この母 親 は、い うことを きかなければ 「首 をへ しおっ

てや る」といい ます。 ある時、 ジムは貯 蔵庫 か らジャム を盗 み出 して食べ、 「こ りゃ、

うめえ(itisbully)」 と言 い、代 わ りに ター一ルを入 れて 「こ りゃまた、 うめ え(thatis

bullyalso)」 。罪 の意識 なんか あ りませ ん。 お母 さん に自分 の したこ とを言 って許 し

て もらうなん て考 えませ ん。見つか ると、知 らない とウソをつ きます。… 木 に登 って、

りん ごを盗 んで も、木 は折 れ ませ ん。 日曜学校 をさぼ って、 ボー トに乗 って も転 覆

しない し、釣 りに行 って も嵐 は来ない し、雷 にもうたれ ませ ん。… ジムは大 きくなっ

て結婚 し、大家族 を作 って、… ある夜 、 オノで家 族全 員の首 をはね、村 の大 悪人 に

なって皆 に尊敬 され、今 で は州会議 員にな り、愉快 な人生 を送 ってい ます とい っ

た ものであ る。先 に述べ た、東 部 の0流 文芸誌Atlanticが 掲 載 を拒 否 した作 品であ
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る。Twain本 人 は気 に入 ったようで、1867年 の 『跳 び蛙』に再録 する他 、調子 に乗 っ

て、後 に(1870年)、Galaxy(当 時、米 国で1、2を 争 った文 芸雑誌)に 、 「幸 せ にな

らなか っ た よい少 年 の 物 語(TheStoryoftheGoodLittleBoyWhoDidNot

Prosper)」 とい うタイ トルで、今度 は、 日曜学校 の本 と聖 書に書かれ た通 りの生 き方

をす るジェイコブ少 年の物語 を書 く(以 下 、「よい子物 語」)。彼 は、や ってはいけ な

い ことをや る悪 い子 をた しなめ て善導 しようとす るの だが、 こ とご とくうま くいか

ず た とえば、「りんごを盗 る子 は木が折 れ て腕 を折 るよ」と注 意 してや る と、確

か に木 は折 れ るのだが、相手 はジェイコブの上 に落 ちて くる、 そ して ジェイコブの

腕 を折 るだ けで、 向 こうは何 ともな い一 、あげ くは悪童 た ちに しか け られた爆弾

で 「見 事 に爆死 」(Youneversawaboyscatteredso)す るとい う、悲劇物 話(?)で

あ る。前者 は悪 い子 の ヒロイズム、後 者 は よい子 の ヒロイズ ムが描 か れ、 どち らに

おいて も、悪 い子 が成功 し、幸福 になる とい うブ ラック ・ユ ーモア世界(読 者 は自嘲

的 に笑 って しまう)を 紹 介 してい る。

その 間、1868年7月 に書 かれ たが、未 発 表 に終 わった 「少 女宣 教 師 メイ ミー ・グ

ラン トの物 語(TheStoryofMamieGrant,theChild-Missionary)」 とい う作 品 もあ

る(」Notebooks,Vol.1,499-506)。

「メイ ミーは普 通 の子 とは違 って、 きちん と教 会 に出席 し、 それ を難 行苦 行(an

irksomepenance)と は とらず、喜 びであ り、特権 と考 えていま した」と始 まる(「普

通の子 とは違 い」とい うことで早速 、作 者 のイヤ ミが入 っている)。 「いつ も::に 日

曜学校 に入 り、最後 まで残 って い ました。 日曜学 校 の図書室 は、彼 女 に とって学 び

の宝庫 で した。彼 女 はそ この本 に散 りばめ られた知 恵 を上手 に引 き出す ことが で き

るので、まわ りの子が 目をみ は り、年寄 りが褒め讃 えるので した」。「トム ・ソーヤー」

がか き乱 した くなるような雰 囲気 が漂 っている。 「彼女 自身、 これ らの本の 中の ヒロ

イ ンの ようになって、迷 える人 々(thelost)を 救 い たい と思 ってい ま した」。 よい子

の ヒロイズム願望 が伺 える。

さて、9歳 のメイミーは、おば さんの家 に1週 間ほ ど遊び にきている。朝食 の とき、

「バ ターケーキはいかが ア」と信 心 のない(unregenerated)お ば さん に尋 ね られ、「い

い え、お ば さま。 お ばさ まの魂 が救 われ るか どうか とい うときに、バ ター ケーキ な
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んてい りませ んわ」と答 える。先 に述 べ た 「よい子 物語 」(1870年)の リハ ーサ ルの

感 があ る。おば さんは気 分 を害 し、「何 い ってんのさ!(Oh,stuff!)」 しか し、思 わず、

自分 を抑 えて(?)、 「…お食べ なさい よ。 ミル クもここにあ ります よ」と。 口の悪 い

の は、「悪 い子物語 」の母 親 の イメー ジであ る。 メイミーは食べ るの をや めて、「お

ば さ ま、 パ ンと ミル ク は罪 深 い この 世 の 虚 栄 の 表 わ れ(avanityofthissinful

world)な の よ。 まず は、 正 し きミル ク(themilkofrighteousness)を 求 め なけれ

ばいけないの よ。パ ンや ミルクはそれ に続 くもの なの」と話す。 どうや ら、 この子 は

教 会 の説教 をよく暗記 しているようであ る。 おば さんは唖 然 としてい る。

ドアのベ ルが鳴 り、出るようにいわれたメイミーは物思 いに沈みなが ら(pensively)

(9歳 ですで に人 生 を憂 いてい る?)応 対 に。国 勢調査 の人で あった。辺 りのす べ て

の住民 の名前 を集 め、帳 簿 に記載 す るの だ とい う。 メイ ミー 「魂 を集 め るなんて、

す ば らしいお仕事 ですわ」 客 「何 だ って?わ しは所長 の言 うことをや っているだ け

だ。 ご主 人 を呼 んで くだ さい」メ イ ミー 「人間 よ(Mortal)、 虚 栄 を捨 て るのです。

む しろ、 この世 の どん な豊 か な者 よ りも恵 み深 い神様 の仕 事 をす るのです。 ここに

あ るパ ンフ レッ ト(tracts)を お持 ち な さい。 そ して、皆 に配 るの です。 昼 も夜 も、

迷 える者 のため に配 るのです 。…そ うや って、罪 び とのため には光 り輝 くラ ンプ と

な り、 日曜学校 の本 の中 に不滅 の名(deathlessfame)を 残 す こ とが で きるのです」。

そ して、メイ ミー はパ ンフレットの解 説 を始 める。いつ しか、客 はいな くなる。

再 び、 ドアのベ ルが鳴 る。新 聞の勧 誘 であ る。客 「モーニ ング ・ガゼ ッ ト!2週 間

で40セ ン トです …。 町で0番 売 れ て ます 」メイ ミー 「まあ、バ プテ ィス トの新 聞か

しら?」 客 「いえ、民 主党 の 」。手 元 のパ ンフレッ トを紹介 しなが ら、 宗教 を扱

う新 聞に変 えるように説得 を始 めるエ イ ミ....,.。いつ しか、客 はいな くなる。

また、 ドアのベ ル。客 「お早 うご ざい ます。 ご主 人 は?先 月お借 りしたXOOOド ル

を返 しに来 ましたjメ イ ミー一 「また、 この世 の つ ま らぬ こ と(paltryconcerns)に 、

煩 わされてい るのね。 …はか ないこの世 の宝 を思 うので はな く、虫 もつか ず、泥 棒

も盗 めない天国に宝 を積 むのです」。メイ ミーの説教が 始 まる。いろいろなパ ンフレッ

トを見せ なが ら。客 「で も、お嬢 さん、 わ しは急 いで いるんです …」メイ ミー 「あ な

たは急 が な きゃだ めよ。次の世 に向か って急 ぐの よ。… ここにも書 い てあ るように、
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金銭 欲 は魂 を焼 き焦 が し、神様 か ら永遠 に離 れ て しまうの よ…」客 「お嬢 さん、 で

もわ しは 」メイ ミー 「来 たるべ き神 様 の怒 りか ら逃 げ るのです。 まだ間 に合 うう

ちに、逃 げるのです …」。客 はいな くなる。

ドアのベ ル。客 「お嬢 さん、 ご主人 に、今 す ぐ1000ド ル返す ように言 っていただ

け ます か。 さもない と、抵 当に した物 を取 り押 さえ ます よって」。 メイ ミー は悲 しそ

うな表情 で じっ と相手 を見 て、心 をこめ て言 う。 「あ なた は、改心 をした ことが あ り

ます か?」 「何 だ って!」 メイミー 「あなたは、今 、火 山の上 にいるのです 。今死

ぬか もしれ ないの です。 … この世 の ことは忘 れ て、 よい行 い をしましょう。 財産 は

貧 しき者 に与 え、布 教 の旅 に出るのです。 まだ 間に合 い ます。 このパ ンフレッ トを

読 んで くだ さい」と解 説 を始 め る。 そ こには、 酒 に酔 って家 族 を皆 殺 しに した男 の

こ とが描 かれ て いる。 …男 は悔 い 改 めて、 再婚 し、信心 深 い家 庭 を作 る。 … また、

酒 に酔 い、瓶 を家 族 の頭 に打 ちつ けて殺 す …。 しか し、 あ る罪 深 い人の話 を聴 いて

悔 い改 める。再 び、賢い子供 たちのい る家 庭 を作 り、…あ る日、 また して も酔 って、

子 供 た ちを殴 り殺 し、妻 を3階 の窓か ら投 げ飛 ばす。気 がつ いた ら、家 も友 も失 っ

た ひ とりぼ っち…。 メイ ミー 「この話 を戒 めにす るの です。 この人が 耐 えて、 その

後 どうなったか ご存 知 です か。つ い に完全 に改心 した彼 は、今 で は全 国 を回って、

禁 酒 運動 の講演会 をし、 日曜 学校 の組織 をまとめてい るのです。 あ なた も、今 な ら

…」。客 がい な くなる。

夕方、メイ ミーがパ ンフレットを配 って帰 宅す ると、お じが打 ちしおれてい る。「あ

あ、もうだめだ。…貸 した金 は戻 ってこない し、家 も抵 当に とられて、な くなっちまっ

た!」 メイ ミー 「心 配 ないわ よ。 … この世の ことで煩 うので な く、次 の世で起 きるす

ば らしいことを考 えましょう」。お じは、ひ とりうめいている。「彼 には信心 が ないの

だ」と作 者 の コメ ン ト(イ ヤ ミ?)。 「今 日は本 当にい いこ とをした わ。 きっと日曜 学

校 の本 に私 の名前 が載 るわね…。 うれ しいわ1」 と寝 床 で思 うエイ ミーで あった

と終 わる。主人 公(エ イ ミー)が ヒロイズムに酔 い、 自己満足 してい る。本 人に悪 意

はないが、陰で迷惑 を被 る犠 牲者 が何 入 もい る。 とくに、 この 「お じ」はその後 どう

な るのか!?無 責 任 な③ タイプ の子供 が 見事 に描 かれ てい る。終 わ りのほ うの

「殺 人 鬼」の話(「 悪 い子 物語」に描 い た ものをさ らに悪質 に した?)も 、 きわめて ひ
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どい、無 責任 な展 開(ブ ラック ・ユ ーモ ア)で 、 この物 語 にぴった りである。

<そ の2>Warnerの 描 い て いた 「子 供 」像

Wamerは 何 とい っ て も、NookFarmに 伝 わ ったgentee1な 伝 統 を 受 け継 ぐ作 家 で

あ る。 彼 が 、 東 部 の 知 的拠 点 の ひ とつ で あ っ たHartfordの 有 力 新 聞 の 編 集 長 で あ り

な が ら、 政 治 世 界 に 嫌 気 が さ し、 軽 い タ ッチ の エ ッセ ー("charmingandamusing

personalessays"〔LeMaster,772〕)に 興 味 を も った こ と、 そ の発 表 した 初 期 作 品 が 、

話 題 とい い 、 ユ ー モ ラス な話 の 進 め 方(虚 勢 を は っ た 者 た ち を 茶 化 す 茶 化 し方)と

い い、 「子 供 」の描 き方(や は り3種 類 が 見 つ か る)と い い 、Twainに そ っ くりで 、 影

響 を受 け た こ とは まず 間違 い な い とい うこ とにつ い て は、 別 の 拙 論8)で 述 べ た。 し

か し、 そ れ で も、 セ ンチ メ ン タル で、genteelな 雰 囲気 が あ ち こち に強 く感 じ られ る

の で あ る。Saunterings(1872年)の 中 の 、 「子 供 」を扱 った 場 面 をい くつ か 見 て み

よ う。

イ タ リア の ナ ポ リ湾 に 面 した ソ レ ン トとい う町 の 裏 に あ る高 原 を旅 し た と きの ス

ケ ッチ で あ る。 「私 はユ リシー ズ と妖 精 セ レー ンた ち(theSerenes)の 物 語 は、 仕 事

や 生 活 闘 争 か ら目を背 け 、快 楽 に魅 せ られ た 人 間 の こ とを描 い た 、 詩 人 た ち の作 り

話 だ と思 っ て い た 。 … しか し、 あ る女 性 が 、 ソ レ ン トの 裏 山 を登 り、 セ レー ン島 を

臨 む 者 は こ この 海 岸 か ら離 れ る気 力 を な くして し ま う(whoeverclimbsthehills

behindSorento,andlooksupontheisleoftheSirens,isstruckwithaninabilityto

formadesiretodepartfromthesecoasts)、 と言 うの を 聞 き、 〔実 際 来 てみ て 、〕2度

と ここ に来 れ な い か もしれ な い と考 え る と、 私 もや は り悲 し くな るの だ 」(241-2)と

始 まる(英 語 も東 部 の文 入 らし く、 洗 練 され て い る。 ホー ソ ン風 のgenteelな 世 界 を

描 くの に適 した 言 葉 使 い?)。 ひ と し き り、辺 りの 自然 の美 し さ、町 の 歴 史 や"い わ れ"

を 紹 介 した 後 、 「山 を 下 に 降 りて い くと、 辺 りは 美 しい 花 々 で い っ ぱ い に な る」 と、

次 の よう に続 け る。"-scentedviolets,daisies,dandelions,andcrocuses,largeand

oftherichestvariety,withorangepistils,andstamenspurpleandviolet,theback

ofeveryalternateleafexquisitelypencilled."ほ とん ど、ロマ ン派 詩 人 の筆 致 で あ る。

そ して、 ホ ー ソ ンもこ の筆 致 で あ った 。 「寺 院や 、 ぶ ど う畑 で働 く日焼 け した 逞 しい
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男 たち と感 じの よい女 た ちの そば を降 りて い くと、… とて も美 しい峡 谷 美 しい

ス イスの峡谷 をさ らに美 しくした ような一一 に出る…。平和 の霊 その もの(thevery

spiritofpeace)が ここにいて、小道 に響 きわた るや さしい鐘 の音 が何 の妨 げ にもな

らない」と読者 を楽 園に誘 い込む。「山の家 々 とオリーブ畑 のそば を歩いてい ると、5、

6人 の子供 たちが私 たちを見 にや って くる。そ して、わ っとお びえた ように家 のほ う

に走 って もどる。つ まず いて、互 いの上 に重 なるように しなが ら、叫 び声 を上 げる。

一番 年 長 の女 の子 は、赤 ん坊 を抱 きしめ て、 走 り去 る。私 の仲 間が 帽子 をふ って

"H
u110,baby1"と 声 をか けた。そ して、私 たちが 門の前 を通 り、壁 の下 あ た りに来

た とき、 ぼろを着 た、 日焼 け した この子 供 たちの部隊(txoop)が 段 々畑 か ら飛 び出

して、走 りなが ら後 ろか ら、"Hullo,baby!""Hullo,baby!"と 見 事 な英 語 で、私 た

ちが 見 え な くな るまで 叫ぶ の だ。 次 に ここにや って くる旅 人 は、 この賢 い(quxc-

witted)子 供 たちに、 同 じように声 をか け られ るだろう。 そ して、 その旅 人が 言語 学

の才 を もつ者 な ら、たぶ ん、 あれ これ考 えて、 この子 供 たちの使 う言葉 の ルーツを

ギ リシア語 まで遡 ることだ ろう」(246-7)。 ① タイプ の 「子 供」たちの学 習能力 を讃

え ると同時 に、無垢 で陽気 な彼 らの様子 が伝 わって くる。汚 れの ない、genteelな 雰

囲気 が漂 っている。 この子た ちは、ホー ソンのAnnieの 延 長上 にいる と言 えまいか。

少 し先 を読 んでみ よう。同 じナポ リ湾 で もCapri島 が見 える辺 りは、畑 もオリーブ

の木 もない。土 地 が荒 れ、 ごつ ごつ した岩肌 が 見 える。短 い フサの よ うな草 とヒラ

マ メの ような植 物 以外 、 野 菜 は育 た ない。石 灰 岩層 が 顔 を見 せ て い る。 そ して、

Warnerは 次 の ように言 う。「岬 の崖 沿 い に、 海 に向か って降 りて い くと、 あち こち

の岩 の上 にウサ ギの ように百姓 た ちが 散 らば って、やせ 細 った牛 の世 話 を し、岩 の

隙 間の草 を抜 いてい る。女 も子供 もポ ロを着 て、態 度 も荒 っぽい。私 たちがそ ば を

通 ると、大声 で物 乞い をす る。醜 い女 た ちが、かわいそ うな子供 たちをたた く。

私た ちの同情 をひ き、金 を出 させ るためなのだ」(265-6)。 子 供 は大 人の犠牲 であ り、

金儲 け の道 具 に されてい る。貧 しさの ため とはい え、pathosを 感 じさせ、 デ ィケ ン

ズ の 『オ リヴ ァー ・ツ ウ ィス ト』(1837年)を 思 い起 こ させ る。 罪 の な い子 供 は

gentee1に 描か れている。

「子供 」と同 じように無 垢 で素朴 なもの として 「動物」、とくに「家畜」が考 え られる。
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Warnerは ロバ について 「どんな に邪 険 に扱 われ て も我慢 し、主 人 に仕 える りっぱな

動物 である。 よく、頑 固 だ といわれ るが、 それ はロバ か らす れば、 自分 の判 断 で よ

く考 えて行動 してい るだ けなの だ」等 々、褒 め上 げておい て、次 の ように言 う。「ロ

バ より頑 固 な人 間はた くさんい る。 しか し、か わいそ うに、 この動物 は殴 られ た り、

た たか れて ばか りい る」(263)。 ① タイプ として褒 めてお きなが ら、人 間の犠 牲者 と

して、pathosを 込 め、genteelに 描 いて い る。 同 じく 「動 物 」を描 いて も、Twainの

動 物 た ちは、 自分 で もの を考 え(こ れ は、Wamerの ロバ も同 じ?)、 主人 を無

視 して、 自分 の好 みで行 動す る。 自尊 心 をもって いて、殴 ろうとす ると、 じっ と沈

黙 す る。"復 讐"を 恐 れて、 こち らは手が 出せ な くなる…(読 者 は思 わず 、笑 って し

まう)と いったパ ター ンになった りす る。その他 、怠慢 な犬 、 クギで も皿 で も、主人

の服 で もうっ と りとした 表情 で食 べ て しま う 自分 で痛 い 目に遭 うまでや め な

い ラク ダ が 描 か れ る。① タイ プ、 また は② タ イプ の 動 物 た ち な の で あ る。

Genteelで はない。

Wamerは 、Twainの 影響…で、② や③ タイプの 「子供 」も描 くが、それ らについ ては、

別 の論 文9)で 論 じたので、本論文 では省 略す る。

さて、何 とい って も、次 の ような物語 を紹介 す る とき、彼 の真 骨 頂が現 れ てい る

ように思われ る。Capri島 の話 である。

あ る若 い男女が 恋 を した。男 は木 の細 工 師。 政 変が あ り、彼 に も3年 間の徴 兵が

課 せ られ た。 しか し、 男 は、3年 間 も愛 す る恋人 か ら離 れ ていた ら、彼 女 の身に何

が起 こるか わか らない。 自分 よ り魅 力 ある男が現 れ た ら…、 と思 う。 彼 は、 多 くの

若 者が した ように、徴兵 を逃 れ るため に、 島か ら脱 出 して、 山に入 る。少女 は男 の

身を案 じなが ら、 結婚 のため のベ ッ ドカバ ー を編 む 日々。 月 日が経 ち、 カバ ー は王

室 のベ ッ ドを包 め るほ どの大 きさになる。0方 、 男 は、生 きるため に、仲 問 ととも

に山賊 に な り、盗 み を働 いていた。少女 に とっては不安 の数 ヶ月。沈 んだ心 と不 安

に満 ちた指 先で ひたす らカバ ーを編 む。 だが、楽 しか った ときに編 ん だ柄 と、ひ と

りにな ってか ら編 んだ柄 は違 う。 …男 も本 当 の山賊 にな り果 てた くはなか った。 で

きた ら、そ っと戻 って来たか った。外 国に逃亡 し、そ こで娘 と待 ち合 わせ て もよかっ

た。もし、政府 が許 して くれ るな ら、戻 って、3年 で も30年 で も兵役 に服 して もよかっ
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た。少 女 も男 を信 じて待 って くれ るであ ろ う…。 ところが、 ある 日、政 府 が 山賊 を

一掃 すべ く、突然 、総攻 撃 をか けた1彼 は頭 を銃 で撃 ち抜 かれ る。新 聞 にそ の名 が

出た ときの少 女の悲 しみ…。 「それ は、 ここに私が書 く以上 の ものが あったはず であ

る。 彼 女 に とっ て は、 銃 で 心 臓 を撃 ち抜 か れ た以 上 の辛 さで あ った ろ う」(と、

Warner)。 彼女 はわずか な希望 も失い、町 を放浪 す るようにな る。「私が 聞いた話 で

は、彼 女 は0見 、相変 わ らず さび し く、相 変 わ らず美 しい。 しか し、彼 女 の顔 には

深 い影が宿 った とい う」。村 人 は彼女 を見 て、ただ黙す るだけで、何 もしてあげ られ

なか った。最 後 に、「今 日、 聖者 に近 づ いた顔 を したこの娘 が、教 会 で脆 いて お祈

りをしてい るところを、私 は見 た」と結 ぶ(273-279)。Genteelな 、心 の美 しい

乙女 の 恋 の 哀 しみ が セ ンチ メ ン タル に謳 い あ げ られ てい る。 デ ィケ ンズの 『デ ィ

ヴ ィッ ド・コパ フィール ド』(1849年)中 の一・場 面(だ まされ てい る と知 らず、恋 人

をひたす ら想 う娘)を 思 い起 こす。Wamerは 「子 供」とい うよ り、「思春 期 の若 者」

の心 を描 くのに長 けて いるようである。

<そ の3>『 金 メッキ時代』に描 かれ る 「子供 」像

TwainとWarnerが 意気投 合 して、数 ヶ月で書 き上 げた 『金 メ ッキ時代 』(1873年2

月～4月)に お いて、 「子供 」が登場 す るのは、Twain担 当の章 だけ(と くに、第1～

11章 と第53章)で あ る。「子 供」に関す る限 り、以 上見 て きた通 り(別 の拙 論 も含め)、

WamerはTwainか ら影響 を受 けた側 であ るので、彼 は、 この2人 の 自叙伝 的物 語 に

おいて、「子 供時代 」を担 当す るのは遠慮 したのか もしれ ない。 しか し、 どの章 も「両

名が 目を通 して いな い ところはな い」(前 書 き)わ けで、Twain担 当 の章 とはいえ、

Warnerか らの意見、影響 は感 じとれるのである。 テキス トにはTheGildedAge-A

TaleofToday(AMeridianBook)を 用 いなが ら、読み進 めたい10)。

まず、テ ネシ.__.州の山間地 にあ る、貧 しい ホーキ ンズ家 が紹介 され る。「ホーキ ン

ズの家 は2棟 建 ての丸太 小屋 で、朽 ち果 てていた。やせ た猟 犬が2、3匹 、敷居 の辺

りに寝 そべ り、夫 人や 子供 た ちが 出 た り入 った りしなが ら、猟犬 を また ぐときはい

つ も、頭 を上 げて悲 しそ うな顔 をした」(23)。これ は、すで に紹介 した、Twainの 「ヨー

ロ ッパ紀 行 記事 」の シリアの 産業 革命 に取 り残 され た ような 貧 しい村 の描
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写 とそ っ くりである。犬 がlazyでseriousに 描か れ てお り、① タイプであ る。 この辺

りの子供 た ちであるが、他 の男 たち同様 、「皆、ポケ ッ トに手 を突 っ込 み、… 自分 の

敷地 で とれ た 自然 の ままの葉 タバ コをか んで いるか、 とうもろ こしの軸 で作 ったパ

イプで葉 タバ コを吹か している」(25)。 世 の中を じっと観 察 している、後 のハ ック ・

フィ ンの イメー ジの少 年 た ちで あ る。 や は り、lazyでseriousな ① タイプの 「子 供 」

たちである。 「台所 には妻 がいて、干 しりん ごのパ イを作 っていた。汚 い身な りの10

歳 の男 の子 は、 自分 で作 った粗 末 な風 見鶏 の ことをあ れ これ考 えていた。 そ ろそ ろ

4歳 になる妹 のほ うは、 とうもろこしパ ンをフライパ ンの底 に残 っている肉汁 に浸 し

ていたが 、 フライパ ンの中身 を指 で2等 分す る線 を入 れ、一 生懸 命 にその線 をこえ

て浸 さない よう気 をつ けていた。半分 は兄 さんの分 だ ったか ら。兄 のほ うは風 見 鶏

の ことで夢 中で、 空腹 で ある ことを忘 れ ていた」(26)。 兄 に して も妹 に して も、 そ

れぞれ 自分 の ことで0生 懸命 の健 気 な子供 たちで あ り、やは り、① タイプに描 か れ

ている。

両 親(と くに父 親)は 、 ここの土 地 を手離 さなけれ ば、 いず れ、蒸 気 船が 上 って

くる ように な り、鉄 道 も敷 かれ て、土 地 の価 値 が暴 騰 し、大 金持 ちになれ る と信 じ

ている もの の、余 りに貧 しい生活 が続 くので、夢 想家 ・投 機家 の友 人 セラー ズ大 佐

の手紙(「 ミズー リにす ぐ来 い よ1… 後悔 は絶対 させ ない。 …壮 大 な計画 があ るんだ」

(30))に 乗 せ られ、土地 はその ままにして、家族 で ミズー リに移動 す ることに決め る。

セラー ズは、 悪気 はない ものの、今 までに何 度 もいい話 を持 ち出 し、そ の度 に運 に

見放 され、 ホ",キ ンズー家 を窮 地 に追 い込 んで きた人物 であ る。 ほ ら吹 きのセラー

ズ も、それ にす ぐ乗 せ られ るホーキ ンズ も、「子供」 っぽい夢 想家 で、② タイプに描

かれ てい る。Twainは す でに 「す ば らしい学校 」とい うスケ ッチ で トールテールの世

界(「 あ なたの誕生 日を教 えた ら、あ なたのお婆 さんの年齢 まで即座 に計算 して しま

う子 供 たち」の話等 々)を 紹介 してい る。話 を聴 いている分 には、 ほ うっ と言 いた く

なるほ ど面 白いのだ が、乗 せ られた者 は結 局、バ カを見 るのだ。 また、 この2人(セ

ラーズ とホー キンズ〉は、 トム ・ソーヤーに"運"が な くて大 きくなったような連 中で、

この まま行 けば、将 来の さらなる失 敗が予想 で きる。

一 家 は旅 の途 中、あ る小 屋 の入 り口で、涙 で ぐしょぐしょの少年 を見つ ける。母
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親が死 んだ ばか りなのであ る。 ひと りの老 女が、熱病 で死 んだばか りの この母親 の

ことを話 しす る。 …父 親 と他 の子 供2人 は先 に死 んだ。母 親 はが っ くりきて、残 っ

た息子 ク レイの ことしか 考 えてい なか った。 子 を可愛 が り、子 も親 を大事 に した。

母 親 は3週 間患 った。子 は一生 懸 命 働 き、薬 を買 って、寝 ず に看 病 を した。 で も、

容 態 が どん どん悪 くな り、 とうとうわが子 が わか らな くなった…。子 は頬 ず りをし

て呼ぶが答 えが ない。 「(それ を見 た ら)ま わ りの者 は、心臓 が破 裂 しそ うだ った よ」。

しか し、その うち、母 親 もわが子 に気 づ いて、大 声 を上 げ て抱 きしめて何 度 もキス

を した。 で も、 それが最 期 だった…。 棺 に納 め られ た母 にもたれ て、 声 も出 さ

ず にむせ び泣 くク レイ。小 さな手 をの ば して髪 に触 れ、顔 をや さ しくなで る…。 感

じやす いホーキ ンズとや さしい妻 は、この子 を引 き取 ることにす る(33-34)。 デ ィ

ケ ンズが描 く、貧 しい、 または社 会の犠牲 になった汚れ のない(=genteelな)親 子 、

あるいは夫婦 の愛情 の形 にそっ くりである(Blairが 『トム ・ソーヤー』と『ハ ック ・フィ

ン』につ い て、 『二 都 物 語 』か らの 影 響 を述 べ て い る(64-66)が 、 この箇 所 の

sentimentalでsensationalな 描 き方 はまさにデ ィケ ンズ風 であ る)。 また、(デ ィケ ン

ズの影響 を受 けた と思 われる)ス トウ夫 人の筆致 にも近 い0ス トウは 『ア ンクル ・ト

ムの小屋 』(1853年)の 中で、競 売 にかけ られた黒 人の母 と子 が離 れ るまい と必死 に

抵抗 し嘆願 す る場 面 その他 を感動 的に描 いてい る。すで に見 て きた ように、Wamer

もセ ンチ メンタルでgenteelな 世界 を描 くが、 ここまでsensationalに は描 け ない。 だ

が、Wamerは 早 くか らス トウの描 き方 を尊 敬 して いた("Warner'searlydeference

tothesentimentalismofMrs.Stowe"〔Andrews,184〕)の で、共著者 として、Twain

の この描写 には強 く賛 同 した のではなか ろうか。ただ、 この後 、ク レイは1、2回 登

場 す る もの の、物語 の中心 か ら姿 を消す。Twainは この時 期、genteelで セ ンチ メ ン

タルなもの を嫌 ってお り(「よい子 物語」で も 「よい子」は茶化 され、 ひ どい 目に遭 っ

た し、 「ア ドバ イス」において、子 供 たちが なるべ き 「よい子」とは 「頭の よい、ず る

賢い子」であった)、描写 し続 けることが嫌 になったのではないか。ず っと後 に、『アー

サ.___王宮廷 のヤ ンキー』(1889年)や 『うす のろウィル ソン』(1894年)に お いて、母

と子 の(作 者Twainが 茶化 す こともで きない)激 しいセ ンチメ ンタリズムが描 かれ る

ことになるのだが。
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1週 間後 、初 めて見 た ミシシッピー に、子 供 たち は肝 を潰 す。「たそが れの 中、1

マ イルにわたる水 の広 が りは大 海に見 え、 はるか向 こう岸 にのびる輪 郭 のぼや けた

一筋 の木 立 は大 陸の端 に見 えた。…ふ くろ うのホーホー とい う声 が、犬 の遠吠 えか、

遠 くの落 ち くぼ んだ岸 に打 ち寄 せ る波 の低 い音 か、 … ときお り響 くその音 で、静 寂

はさ らに深 まった」(36-37)と い う観 察描 写 は、「歴 史的見 世物」スケ ッチ のserious

でcriticalな 少 年 の視点(① タイプ)で 描 か れて お り、後 のハ ックを思 わせ る。大 自

然 に畏怖 しなが らも、すべ てを学 ぼ うとす る姿 勢が 出ている。「子 供 たち(Twainは 、

黒 人奴隷2人 と子 供 たちをこう呼んで いる。 「どち らも、物事 に単純 で、広 い視野 に

欠 けているか ら」とのこと)は 、眼前 に広が る風景 の雄 大 さと荘 厳 さに感動 し、辺 り

には 目に見 え ない精 霊 た ち(invisiblespirits)が ひ しめ いて い る ようで怖 か っ た…。

声 もだんだん小 さくな り、神妙 になって きた」(37)。 ます ます 、ハ ックの感覚 に近づ

い てい る(① タイプ)。 不 意 に黒 人 の ダヌル爺 や(UncleDan'1)が 「子 供 た ち、

何 かが来 るだ よ(Chil'en,dah'ssumfinacomin)1」 と言 う(黒 人 なま りで リアルに

描 か れ てい る。後 の 『ハ ック ・フ ィン』におけ る、黒 人 ジムの登 場 を予 見 させ る)。

低 いせ きこむ ような音 が、1マ イル彼 方 の流 れの 中 に浮 き出た木 々の生 い茂 る岬 の

方 か ら…。見 る問に燃 え上 が る炎 の ような片 目が飛 び出す と、水 面 にゆ らゆ らとゆ

れ る一条 の長 く明 るい光 。せ きこむ ような音 はさらに大 きくな り、ギ ラギ ラ光 る目も

さらに大 きくなって狂 った ように輝 く。巨大 な何 者かが 暗闇か ら姿 を現 し、2本 の長

い角 か らも くも くと出る煙 は火 の粉 が混 じってキ ラキ ラと輝 き…。 この物 体 は ぐん

ぐん迫 って来た。誰 かが 「あれ は何 だ、 ダヌル爺 や!」 と叫ぶ。 爺や は厳 か な調 子

で(withdeepsolemnity)言 う。「全 能 の神 様 です だ(lt'sdeAlmighty)!ひ ざ まず

きなせ え(Gitdownonyo'knees)1」(37)ダ ヌルが宗教 的幻 想 に とらわれ てい

るところ(=② タイプ)を 茶化 す ように描 いてい る。 『ハ ック ・フィン』の中で黒人 ジ

ムが皆 の前 で、魔 女 を乗せ て世 界 中 を飛 んだ と驚 かせ る場面 を予 見 させ る。 さて、

ダヌルの演 説(?)で あ るが

「おお神 よ、 お らた ちは うん と悪 い ことを して来 ましただ。 だか ら、地獄 に落 ちて

当た り前 だ とい うこ とぐらい、わか ってい ますだ。で も、や さ しい神 様 、お らたちゃ、

まだ準 備が で きてね え。 か わいそ うな子 供 たちに、もう一 度、もう一度 だけチ ャ
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ンス を下せ え。誰 か の命 を とりな さるん な ら、 この爺 や の命 を とって下 され。… こ

の子供 た ちには責任 はね え。神 様、 あそ こら辺 り(自 分 たちが 出て きた町)に は、 …

強情 で、下 劣 な、頑 固な大 人 どもが た くさんい ます 。この子供 たち を責 め るなんて、

神 様 のこ慈悲 らしくね え し、神 様 の情 け らし くね え し、寛 容 らし くね え。 この子 た

ちの命 を助 けて下 せ え…。 この子 た ちを逃 が してや って、 この黒 ん ぼに罰 を与 えて

下せ え。 ほ ら、神 様 、お らはここにお りますだ1」(38)

『アンクル ・トム』の トム爺 やのセ リフか と思 わせ るほどで ある。Twainが 黒

人 を作 品 に登 場 させ たの は、今 回が初 めて(こ れ までの諸作 品 には見 当た らない)

であ り、その セ リフが これ なの である。 隣家 で もあった、ス トウとWarnerの 影響 を

ここで も感 じざるをえない。

しか し、怪 物(蒸 気船)は 火 をめ らめ らと吐 きなが ら、す ぐそば までや って来 る。

突然 の恐 ろしい轟音 に、 ダヌル爺や は腕 に子供 をひ と りずつ抱 え、先頭 を切 って森

の中に逃 げ込 む(ユ.___モア)。 その後、恥ず か しそ うに足 を止 めて、小 さな声 で言 う。

「ここにお ります だ!」 一 この辺 りが、 『ア ンクル ・トム』の トム爺 や とは違 う。 ダ

ヌル爺 やは現 実 的なの だ。今 まで、虚勢 をはっていただけなのだ。ダヌルの トム ・ソ.__.

ヤー的本 質(② タイプ)が 出 た。Twainな らではの描 き方 で あ る。(こ こで、 ダ ヌル

が聖職 者ぶ って虚 勢 をは り続 けれ ば、「少女 宣教 師 メイ ミー ・グラ ン ト」のような展

開 〔そ して→ ブ ラックユ.___.モア?〕 にな って いただ ろうが、共著 者Wamerが それ を

嫌 ったのではないか。)

怪物 が なぜ か、去 って くれ たので、皆 は安堵 す る。爺や は、用 心深 く偵 察に行 っ

た(ユ ーモ ァ)。"神"は 、岬 を曲が る ところだ った(ユ ーモア)。 爺や は 「お祈 りで助

か ったん じゃ」と言 う。 ク レイ 「爺 や、 お祈 りのお かげ だ と思 うの?」 爺 や 「思 うか

です って?お らには分 か ります だ。 …神 様 は、お らたちをに らみつ けて、手 を伸 ば

してつ かみか か ろうとしな さっただ。誰 にも頼 まれ もしね えで、 お らた ちを見 逃 し

て くれ ると思 い ますか い?絶 対 ね えです!」(後 の、思 い込み の激 しい黒 人 ジム と合

理 的なハ ックの会 話 を思 い起 こす。)ク レイ 「爺 や、 こわかった?」 爺や 「とんで もね

えです!お 祈 りしている ときは、何 に も怖 くね え…」ク レイ 「じゃ、何 で逃 げたの?」

爺 や 「そ りゃまあ、お らは 人 に精霊 が乗 りうつ っている ときは、 自分が何 をやっ
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ているか、わか らね えで…」。 クレイ(① タイプ)の 質 問に、 た じた じとす る爺や(②

タイプ)が 滑稽 に描か れている。聖書 のことに話 が行 って、爺や は混が らがって くる。

そ の うち、怪 物が またや らて来 る。 ク レイが 「別 のやつ だ」と叫ぶ。 爺 や は 「いや、

同 じ神 様 です だ!す ごい火 と煙 だ!今 度 は本気 です だ(Datmeanbusiness)」(ユ ー

モ ア)。子 供 たちに寝 るように言 い、「爺 やは森 に行 って、一生懸命 祈'りますだ」と言 っ

て去 る。 最後 は 「爺 や は、森 の奥 に行 き過 ぎて、神 様 に声 が 聞 こえたか ど うか、不

安 になった」(39)と 、作 者が 茶化 して終 わる。爺や は、まさに幻想 にとらわれた トム ・

ソーヤー タイプに描 か れている。

この調 子 で、Twainの3タ イプの 「子 供」が次 々 と作 品の 中に織 り込 まれる。③ タ

イプは第53章 に出て くる。Warnerの 影 響 を感 じさせ る 「子側 も登場 している。更

に詳 しい分析 は、稿 を改めて行 いたい。
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注

詳 し くは拙 論 「MarkTwainの 『子 供』観 の形 成C.D.Warnerそ してAldrichと 出会 うまで

」(創価 大学英 文学会 『英語 英文学研 究』第46号)参 照。

上記拙 論 「MarkTwainの 『子供』観 の形 成」お よび拙 論 「MarkTwainとC.D.Warnerの 『子供』

観 「トム ・ソーヤー」誕 生 までの相互影響 」(創価 大学英 文学会 『英語英 文学研 究』第50

号)。

この作 品については、上 記拙 論 「MarkTwainの 『子供』観 の形 成」の中で触れ た。

ここに紹介 する2作 品 ともに、上記拙 論 「MarkTwainとC.D.Wamerの 『子供』観 」の中で触 れた。

ここに紹介 する2作 品は、上 記拙論 「MarkTwainの 『子供』観 の形 成」の中で触れ た。

ここに紹介 する2作 品は、上 記拙論 「MarkTwainの 『子供』観 の形 成」の中で触れ た。

ここに紹介 する2作 品は、拙 論 「『トム ・ソーヤーの 冒険』の視点 につ いて」(創価 大学英文 学会 『英

語英文 学研 究』第27号)の 中で触 れた。

拙 論 「MarkTwainとCharlesDudleyWarnerの 『ヨーロ ッパ旅行 記』」(創 価大学 英文学 会 「英語

英文学研 究』第44号)お よび上記拙 論 「MarkTwainとC.D.Warnerの 『子 供』観」参 照。

上記拙論 「MarkTwainとC.D.Wamerの 『子供』観」参照。

10)以 下、同作品の引用部分の日本語訳は柿沼孝子訳 『金メッキ時代(上)』(彩 流社、2001年 刊)を

参考にした。
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